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はじめに

『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー Linux、VMware、および Solaris 
オペレーティングシステムインストールガイド』では、サーバーを構成して使用可能
な状態にするための、オペレーティングシステムのインストール手順およびソフト
ウェアの初期構成手順について説明します。

このマニュアルは、技術者、システム管理者、承認サービスプロバイダ (Authorized 
Service Provider、ASP)、およびオペレーティングシステムのインストールについて
の経験を持つユーザーを対象としています。

製品のアップデート
Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー用にダウンロード可能な製品アップ
デートを入手するには、次の Web サイトにアクセスしてください。

http://www.sun.com/download/index.jsp

「Hardware Drivers」セクションで、「x64 Servers & Workstations」をクリックし
ます。Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバーのサイトには、ファームウェ
アとドライバのアップデート、および CD-ROM .iso イメージが含まれています。
vii
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関連マニュアル
次の表に示す関連マニュアルは、次の URL からオンラインで入手可能です。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/sf.x4170?l=ja
http://docs.sun.com/app/docs/prod/sf.x4270?l=ja
http://docs.sun.com/app/docs/prod/sf.x4275?l=ja

タイトル 内容 Part No. 形式

『Sun Fire X4170、X4270、お
よび X4275 サーバーご使用に
あたって』

サーバーに関する最新情報 820-7819 PDF
HTML

『Sun Fire X4170、X4270、
および X4275 サーバーご使
用の手引き』

サーバーのセットアップに関す
る基本的なインストール情報

820-7801 PDF

印刷版

『Sun Fire X4170、X4270、
および X4275 サーバー設置
マニュアル』

サーバーのセットアップに関
する詳細なインストール情報

820-7804 PDF
HTML

印刷版 
(オプション)

『Sun Fire X4170、X4270、お
よび X4275 サーバー Linux、
VMware、および Solaris オペ
レーティングシステムインス
トールガイド』

Linux、VMware、および 
Solaris オペレーティングシス
テムのインストール手順

820-7807 PDF
HTML

『Sun Fire X4140、X4270、
および X4275 サーバー 
Windows オペレーティング
システムインスールガイド』

Windows Server オペレー
ティングシステムのインス
トール手順

820-7810 PDF
HTML

『Linux および Windows 用 
Sun Installation Assistant ユー
ザーズガイド』

Sun Installation Assistant を
使用して、Windows および 
Linux オペレーティングシス
テムをインストールする手順

820-6352 PDF
HTML

『Sun Fire X4170, X4270, and 
X4275 Servers Service Manual』

サーバーの保守およびアップ
グレードに関する情報と手順

820-5830 PDF
HTML

『Sun x64 サーバー診断ガ
イド』

サーバーの診断とトラブル
シューティングに関する情報

820-7813 PDF
HTML

『x64 Servers Utilities 
Reference Manual』

x64 サーバーに共通のアプリ
ケーションおよびユーティリ
ティーの使用方法

820-1120 PDF
HTML
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これらのドキュメントの一部については、上記の Web サイトでフランス語、簡体字
中国語、および日本語の翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改訂されており、翻
訳版よりも最新の情報が記載されています。

マニュアル、サポート、およびトレー
ニング

『Sun Integrated Lights 
Out Manager 2.0 ユーザー
ズガイド』

ILOM をサポートするサー
バーおよびサーバーモジュー
ルに共通の ILOM の機能とタ
スク

820-2698 PDF
HTML

『Sun Integrated Lights Out 
Manager 2.0 補足マニュアル 
Sun Fire X4170、X4270、およ
び X4275 サーバー』

Sun Fire X4170、X4270、およ
び X4275 サーバーに固有の 
ILOM の情報

820-7816 PDF
HTML

『Sun Fire X4170, X4270, and 
X4275 Servers Safety and 
Compliance Guide』

サーバーに対するハードウェア
の安全性および適合性の情報

820-5832 PDF

『Important Safety 
Information for Sun 
Hardware Systems』

すべての Sun ハードウェアシ
ステムに対するハードウェア
の安全性および適合性につい
ての多言語情報

816-7190 印刷版

Sun のサービス URL

Sun のドキュメント http://docs.sun.com

サポート http://jp.sun.com/support/

トレーニング http://jp.sun.com/training/

タイトル 内容 Part No. 形式
はじめに ix
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UNIX コマンド
このマニュアルには、システムの停止、システムの起動、デバイスの構成などに使用
する基本的な UNIX® コマンドと操作手順に関する説明は含まれていない可能性があ
ります。これらについては、以下を参照してください。

■ 使用しているシステムに付属のソフトウェアマニュアル

■ 下記にある Solaris™ オペレーティングシステムのマニュアル

http://docs.sun.com

Sun 以外の Web サイト
このマニュアルで紹介する Sun 以外の Web サイトが使用可能かどうかについては、
Sun は責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由して
利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sun は保証し
ておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、またはこ
れらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへの依存に
関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun は一切の
責任を負いません。
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書体と記号について

コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルと Part No. を記載してください。

『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー Linux、VMware、および Solaris 
オペレーティングシステムインストールガイド』、Part No. 820-7807-10。

書体または記号*

* 使用しているブラウザにより、これらの設定と異なって表示される場合があります。

意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディ
レクトリ名、画面上のコン
ピュータ出力、コード例。

.login ファイルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画
面上のコンピュータ出力と区別
して表します。

% su

Password:

AaBbCc123 コマンド行の可変部分。実際の名
前や値と置き換えてください。

rm filename と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、節、または、強調
する語を示します。

第 6 章「データの管理」を参照。

この操作ができるのは「スーパーユー
ザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキ
ストがページ行幅を超える場合
に、継続を示します。

% grep ‘^#define \

  XV_VERSION_STRING’
はじめに xi
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第 1 章

オペレーティングシステムインス
トールの計画 

この章では、Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバーへのオペレーティング
システムのインストールを適切に計画するために必要な情報について説明します。

この章は、次の節で構成されています。

■ 2 ページの「サポート対象オペレーティングシステム」

■ 4 ページの「インストールの前提条件」

■ 6 ページの「インストール方法」

■ 11 ページの「新規インストールの BIOS 設定の確認」
1



サポート対象オペレーティングシステム
Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバーは、次のオペレーティングシステム
またはそれ以降のリリースのインストールと使用をサポートします。

表 1-1 サポート対象オペレーティングシステム

オペレーティン

グシステム

サポート対象バージョン 詳細情報の参照先

Windows • Microsoft Windows Server 2003 
Enterprise Edition (R2 SP2、または SP2) 
(32 ビットおよび 64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2003 Standard 
Edition (R2 SP2、または SP2) (32 ビット
および 64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 Standard 
Edition (32 ビットまたは 64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 
Enterprise Edition (32 ビットまたは 
64 ビット)

• Microsoft Windows Server 2008 
Datacenter Edition (32 ビットまたは
64 ビット)

• 『Sun Fire X4170, X4275, 
and X4275 Servers 
Windows Operating 
System Installation 
Guide』

Linux • SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 
10 SP2 (64 ビット)

• Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 4.7 
(32 ビットおよび 64 ビット)

• RHEL 5.3 (64 ビット)

• 17 ページの第 2 章
「SUSE Linux 
Enterprise Server の
インストール」

• 29 ページの第 3 章
「Red Hat 
Enterprise Linux の
インストール」

VMware • VMware ESX Server 3.5 Update 4
• VMware ESXi 3.5 Update 4

• 43 ページの第 4 章
「VMware のインス
トール」

Solaris • Solaris 10 10/08 • 49 ページの第 5 章
「Solaris 10 のインス
トール」

OpenSolaris • OpenSolaris 2008.11 • http://opensolaris.

org/os/
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OpenSolaris 2008 は、Solaris オペレーティングシステムに対する Sun のオープン
ソースプロジェクトに基づいています。Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サー
バーでは OpenSolaris 2008 がサポートされますが、このガイドではインストールお
よび設定手順については説明しません。OpenSolaris 2008 の詳細情報およびインス
トール手順については、次の Web サイトを参照してください。

■ http://opensolaris.org/os/

■ http://dlc.sun.com/osol/docs/content/2008.11/getstart/index.html

インストール済みの Solaris 10 イメージ

Solaris 10 オペレーティングシステムのイメージを注文した場合、ハードディスクドライ
ブにあらかじめインストールされて出荷されます。このドライブに別のオペレーティン
グシステムをインストールする必要がある場合は、次のいずれかを選択できます。

■ ローカルドライブにパーティションを作成し、Solaris 10 OS のイメージを削除する

または

■ ローカルドライブにパーティションを作成し、デュアルブートオペレーティング
システム構成をサポートする

このガイドで後述する Linux および Solaris オペレーティングシステムのインストー
ル手順では、インストールプログラムのどの時点で、ドライブにパーティションを作
成して Solaris 10 イメージを削除するかデュアルブートオペレーティングシステム構
成をサポートするかを説明します。 

注 – インストール済みの Solaris OS イメージを設定するには、『Sun Fire X4170、
X4270、および X4275 サーバー設置マニュアル』の Solaris 10 OS のインストール済
み OS に関する章を参照してください。
第 1 章  オペレーティングシステムインストールの計画 3
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インストールの前提条件
オペレーティングシステムのインストールを開始する前に、次の要件が満たされてい
る必要があります。

表 1-2 OS のインストールで準備すべき事柄

要件 必須または任意 詳細情報の参照先

サーバーがラックに装着され電源が
入っていることを確認する。 

必須 • 『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 
サーバー設置マニュアル』

サーバーの SP ネットワーク管理ポー
トに対して IP アドレスが設定されて
いることを確認する。

必須 • 『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 
サーバー設置マニュアル』

または 
• 『Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 

ユーザーズガイド』

インストールを実行するためのコン
ソールとメディアを選択し、インス
トール先を選択する。

必須 • 6 ページの「インストール方法」

BIOS ユーティリティーが出荷時のデ
フォルトに設定されていることを確認
する。 

推奨*
*ローカルディスクドラ
イブが OS のインストー
ル先の場合

• 11 ページの「新規インストールの BIOS 設定
の確認」

ホストバスアダプタ (Host Bus 
Adapter、HBA) を使用して構成されて
いる SAS または SATA ディスクドライ
ブで RAID を設定する。HBA に付属
のマニュアルを参照してください。

必須* • サーバーへのディスクドライブの取り付け手
順については、『Sun Fire X4170、X4270、
および X4275 サーバー設置マニュアル』

• サーバーでのディスクドライブの取り外しお
よび交換手順については、『Sun Fire X4170, 
X4275, and X4275 Servers Service Manual』

• 『Sun Disk Management Overview For x64 
Sun Fire and Sun Blade Series Servers』
(820-6350)
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オペレーティングシステムのベン
ダーからインストールマニュアルを
入手する。 

注 – オペレーティングシステムベン
ダーのマニュアルを、このガイドのオ
ペレーティングシステムに関する説明
とあわせて参照してください。

推奨 次のオペレーティングシステムベンダーのマニュ
アル

• 『Solaris 10 10/08 Release and Installation 
Collection』
http://docs.sun.com/app/docs/pro/
Solaris.10

• OpenSolaris 2008 のマニュアル 
http://dlc.sun.com/osol/docs/
content/2008.11/getstart/index.html

• Red Hat Enterprise Linux のマニュアルコレ
クション 
http://www.redhat.com/docs/manuals/
enterprise/

• SUSE Linux Enterprise Server のマニュアル
コレクション 
http://www.novell.com/documentation/
suse

• VMware のマニュアルコレクション 
http://www.vmware.com/support/pubs/
vi_pubs.html

サーバーに付属の「Tools and Drivers」
CD が手元にあることを確認する。

注 – OS のインストールで必要なデバイ
スドライバは、「Tools and Drivers」
CD/DVD に収録されています。 

必須 • Sun Fire X4170、X4270、および X4275  サー
バーの「Tools and Drivers」CD/DVD

または 
• Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サー

バー用の「Tools and Drivers」CD/DVD の
ダウンロード版は、次の Web サイトで入手
できます。
http://www.sun.com/servers/x64/
x4170/downloads.jsp 
http://www.sun.com/servers/x64/
x4270/downloads.jsp 
http://www.sun.com/servers/x64/
x4275/downloads.jsp

『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 
サーバーご使用にあたって』を参照し
て、サポート対象オペレーティングシ
ステムソフトウェアおよびパッチの最
新情報を確認する。

推奨 • 『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 
サーバーご使用にあたって』 

表 1-2 OS のインストールで準備すべき事柄 (続き)

要件 必須または任意 詳細情報の参照先
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インストール方法
使用しているインフラストラクチャーに最適なインストール方法を判断するために、
次の各節で説明するオプションと要件について検討してください。

■ 6 ページの「コンソール出力」

■ 8 ページの「インストール用起動メディア」

■ 10 ページの「インストール先」

コンソール出力

表 1-3 に、オペレーティングシステムのインストールに関する出力と入力を取り込む
ために使用できるコンソールを示します。

表 1-3 OS インストール実行のためのコンソールオプション

コンソール 説明 設定要件

ローカルコン
ソール

サーバーの SP にローカルコンソー
ルを直接接続して、OS のインス
トールやサーバーの管理を行うこ
とができます。

ローカルコンソールには、次があ
ります。

• シリアルコンソール 
• VGA コンソール、USB キー

ボードおよびマウスつき

1. ローカルコンソールをサーバーに接続します。
詳細は、『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サー
バー設置マニュアル』の「ILOM サービスプロセッサ
への初めての接続」を参照してください。

2. ILOM プロンプトで、ILOM のユーザー名とパスワー
ドを入力します。

3. シリアルコンソール接続の場合のみ、start 
/SP/console と入力して、ホストのシリアルポート
への接続を確立します。
ビデオ出力が自動的にローカルコンソールに転送され
ます。

サーバー SP への接続確立については、『Sun Integrated 
Lights Out Manager 2.0 ユーザーズガイド』を参照してく
ださい。
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リモートコン
ソール

遠隔コンソールからサーバー SP へ
のネットワーク接続を確立して、
OS のインストールやサーバーの管
理を行うことができます。 
遠隔コンソールには、次があり
ます。

• Sun ILOM 遠隔コンソール
アプリケーションを使用し
た Web ベースのクライアン
ト接続

• シリアルコンソールを使用
した SSH クライアント接続 

1. サーバー SP の IP アドレスを設定します。
詳細は、『Sun Integrated Lights Out Manager 2.0 ユー
ザーズガイド』を参照してください。

2. 遠隔コンソールとサーバー SP 間の接続を確立します。 
• Web ベースのクライアント接続では、次の手順を実

行します。(1) Web ブラウザで、サーバー SP の IP 
アドレスを入力します。(2) ILOM の Web インタ
フェースにログインします。(3) Sun ILOM 遠隔コン
ソールを起動してビデオ出力をサーバーから Web ク
ライアントにリダイレクトします。(4)「Device」メ
ニューでデバイスリダイレクト (マウス、キーボー
ドなど) を有効にします。

• SSH クライアント接続では、次の手順を実行します。
(1) シリアルコンソールから、サーバー SP への SSH 
接続を確立します (ssh root@ipaddress)。(2) ILOM 
コマンド行インタフェースにログインします。
(3) start /SP/console と入力してシリアル出力を
サーバーから SSH クライアントにリダイレクトし
ます。

ILOM SP へのリモート接続の確立や Sun ILOM 遠隔コン
ソールの使用については、『Sun Integrated Lights Out 
Manager 2.0 ユーザーズガイド』を参照してください。

表 1-3 OS インストール実行のためのコンソールオプション (続き)

コンソール 説明 設定要件
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インストール用起動メディア 
サーバーへのオペレーティングシステムのインストールを開始するには、ローカルま
たは遠隔のインストール用メディアソースを起動します。表 1-4 に、サポート対象メ
ディアソースと各ソースの設定要件を示します。

表 1-4 OS インストール実行のための起動メディアオプション

インストール用メ

ディア 
説明 設定要件

ローカル起動メ
ディア

ローカル起動メディアを使用するに
は、サーバーに内蔵されたストレー
ジデバイスまたはサーバーに接続さ
れている外部ストレージデバイスが
必要です。

サポート対象 OS ローカル起動メ
ディアソースには、次があります。

• CD/DVD-ROM インストール
メディア、および、該当する
場合はフロッピーデバイスド
ライバメディア

ローカル起動メディアを使用してインストールを行う
には、次の手順に従います。

1. 使用しているサーバーにストレージデバイスが内蔵
されていない場合は、サーバーのフロントパネルに
ある USB コネクタを使用して適切なストレージデバ
イスを接続します。 

2. ローカルデバイスのサーバーへの接続方法について
は、『Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サー
バー設置マニュアル』の「サーバーの設定」を参照
してください。

注 – Sun Fire X4275  サーバーの場合、フロントパネルに 
CD/DVD-ROM ドライブも USB コネクタもないので、
ILOM 遠隔コンソールを使用して、遠隔ストレージデバ
イスから起動メディアをリダイレクトしてください手順
については、この表の「遠隔起動メディア」を参照して
ください。
8 Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー Linux、VMware、および Solaris OS インストールガイド • 2009 年 3 月



遠隔起動メ
ディア

遠隔メディアを使用するには、ネッ
トワーク経由でインストールを起動
する必要があります。ネットワーク
インストールは、リダイレクトされ
た起動ストレージデバイスから、ま
たは Pre-Boot eXecution 
environment (PXE) を使用してネッ
トワーク経由でインストールをエク
スポートするネットワーク接続され
た別のシステムから開始できます。 

リモートストレージデバイスから起動メディアをリダ
イレクトするには、次の手順に従います。

1. ストレージデバイスに起動メディアを挿入します。
たとえば、次のように操作します。

• CD/DVD-ROM の場合は、内蔵または外部 
CD/DVD-ROM ドライブにメディアを挿入し
ます。

• CD/DVD-ROM ISO イメージの場合は、ネット
ワーク共有された位置で ISO イメージを使えるよ
うにします。

• デバイスドライバフロッピー ISO イメージの場
合は、ネットワーク共有された位置または USB 
サムドライブで ISO イメージを使えるようにし
ます。

• デバイスドライバフロッピーメディアの場合は、
フロッピーメディアを外部のフロッピードライブ
に挿入します。

2. サーバーの ILOM SP への Web ベースクライアント
接続を確立し、Sun ILOM 遠隔コンソールアプリケー
ションを起動します。

詳細は、表 1-3 で Web ベースクライアント接続の設定
要件を参照してください。

3. Sun ILOM 遠隔コンソールアプリケーションの
「Device」メニューで、起動メディアの位置を指定し
ます。たとえば、次のように操作します。

• CD/DVD-ROM 起動メディアの場合は、
「CD-ROM」を選択します。 

• CD/DVD-ROM ISO イメージ起動メディアの場
合は、「CD-ROM Image」を選択します。

• フロッピーデバイスドライバ起動メディアの場合
は、「Floppy」を選択します。

• フロッピーイメージデバイスドライバ起動メディ
アの場合は、「Floppy Image」を選択します。 

ILOM 遠隔コンソールについては、『Sun Integrated 
Lights Out Manager 2.0 ユーザーズガイド』を参照し
てください。

サポート対象 OS 遠隔メディアソー
スには、次があります。

• CD/DVD-ROM インストール
メディア、および、該当する
場合はフロッピーデバイスド
ライバメディア

• CD/DVD-ROM ISOインス
トールイメージ、および、該
当する場合はフロッピー ISO 
デバイスドライバメディア

• 自動インストールイメージ 
(PXE 起動が必要)

表 1-4 OS インストール実行のための起動メディアオプション (続き)

インストール用メ

ディア 
説明 設定要件
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インストール先

表 1-5 に、オペレーティングシステムのインストールに使用できる、サポート対象の
インストール先を示します。 

遠隔起動メディ
ア (続き)

注 – 自動インストールイメージを使
用すると、複数のサーバーで OS の
インストールを実行できます。自動
イメージを使用すると多くのシステ
ムで設定を統一できます。

自動インストールでは、Pre-boot 
eXecution Environment (PXE) 技術を
使用し、オペレーティングシステム
がインストールされていないクライ
アントをリモートで起動して、自動
インストールサーバーからオペレー
ティングシステムをインストールし
ます。

PXE を使用してインストールを行うには、次の手順に
従います。

1. ネットワークサーバーを設定して、PXE 起動を使用し
てインストールをエクスポートできるようにします。

2. OS インストール用メディアを PXE 起動で使用でき
るようにします。 
自動 OS インストールイメージを使用する場合は、次
に示すような自動 OS インストールイメージを作成し
て用意しておく必要があります。

• Solaris JumpStart イメージ

• RHEL KickStart イメージ

• SLES AutoYaST イメージ 
• Windows RIS または WDS イメージ

インストール設定プロセスの自動化手順については、
オペレーティングシステムベンダーのマニュアルを参
照してください。 
3. インストール用メディアを起動するために、一時起
動デバイスとして PXE 起動インタフェースカードを選
択します。詳細は、このガイドで後述する PXE ベース
のオペレーティングシステムインストール手順を参照
してください。

表 1-5 OS インストールのインストール先

インストール先 説明 設定要件 サポート対象 OS

ローカルハード
ディスクドライ
ブ (Hard Disk 
Drive、HDD) 
または 
ソリッドステー
トドライブ 
(Solid State 
Drive、SSD)

サーバーに取り付けられている 
HDD または SSD にオペレー
ティングシステムをインストー
ルできます。 

• HDD または SSD がサーバーに正し
く取り付けられ電源が入っているこ
とを確認します。
HDD や SSD の取り付けと電源投入
については、サーバーに付属のイン
ストレーションガイドまたはサービ
スマニュアルを参照してください。

• 表 1-1 に一
覧されてい
るすべての
オペレー
ティングシ
ステム 

表 1-4 OS インストール実行のための起動メディアオプション (続き)

インストール用メ

ディア 
説明 設定要件
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新規インストールの BIOS 設定の確認
ハードディスクドライブに新しくインストールするすべてのオペレーティングシステ
ムについて、オペレーティングシステムのインストールを実行する前に、次の BIOS 
設定が適切に設定されていることを確認するようにしてください。

■ システム時刻

■ システム日付

■ ブート順序

BIOS 設定ユーティリティーでは、必要に応じて BIOS 設定を表示および編集するだ
けでなく、最適なデフォルト値を設定することもできます。(F2 により) BIOS 設定
ユーティリティーで行ったすべての変更は、次に変更するまで永続的なものであるこ
とに注意してください。

注 – 必要に応じて、BIOS 起動時に F8 を押して、一時起動デバイスを指定できま
す。一時起動デバイスの設定は、現在のシステムブートでのみ有効です。一時起動デ
バイスからシステムをブートしたあとは、(BIOS で) F2 により指定した常時起動デバ
イスの設定が有効になります。

ファイバチャネ
ル (Fibre 
Channel、FC) 
ストレージエリ
アネットワーク 
(Storage Area 
Network、
SAN) デバイス

ファイバチャネル PCI ホストバ
スアダプタ (Host Bus 
Adapter、HBA) が搭載されてい
るサーバーでは、外部の FC ス
トレージデバイスにオペレー
ティングシステムをインストー
ルできます。 

• サーバーに FC PCI HBA が正しく取
り付けられ動作していることを確認
します。
サーバーへの HBA の取り付けにつ
いては、『Sun Fire X4170、
X4270、および X4275 サーバー設置
マニュアル』を参照してください。

• SAN が設置および構成され、ホス
トからストレージを認識できる必要
があります。手順については、FC 
HBA に付属のマニュアルを参照し
てください。 

• 表 1-1 に一
覧されてい
るすべての
オペレー
ティングシ
ステム

コンパクトフ
ラッシュカード

システムにオプションのコンパク
トフラッシュカードが取り付けら
れている場合は、コンパクトフ
ラッシュカードに Linux または 
Solaris オペレーティングシステ
ムをインストールできます。

• サーバーにコンパクトフラッシュ
カードオプションが正しく取り付け
られていることを確認します。
このオプションの取り付けについて
は、サーバーに付属のサービスマ
ニュアルを参照してください。

• 表 1-1 に一
覧されてい
るすべての 
Linux およ
び Solaris 
オペレー
ティングシ
ステム

表 1-5 OS インストールのインストール先 (続き)

インストール先 説明 設定要件 サポート対象 OS
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開始前のご注意

BIOS ユーティリティーにアクセスする前に、次の要件が満たされていることを確認
してください。

■ サーバーがラックに装着され電源が入っていることを確認する。詳細は、『Sun Fire 
X4170、X4270、および X4275 サーバー設置マニュアル』を参照してください。

■ サーバーにハードディスクドライブ (Hard drive disk、HDD) または半導体ドライ
ブ (Solid State Drive、SSD) が搭載されている。

■ HDD または SSD がサーバーに適切に設置されている。詳細は、 『Sun Fire 
X4170、X4270、および X4275 サーバー設置マニュアル』を参照してください。

■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は、6 ページの「コンソール
出力」を参照してください。

▼ 新規インストールの BIOS 設定の表示または編集

1. サーバーの電源をリセットします。 

たとえば、次のように入力します。

■ ILOM Web インタフェースで、l「Remote Control」 --> 「Remote Power 
Control」タブを選択します。「Host action」ドロップダウンリストボックス
で「Power Cycle)」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーの前面パネルの電源ボタンを (約 1 秒間) 押してサーバーの
電源を切り、もう一度電源ボタンを押して電源を入れます。

サーバーの電源の投入または切断については、『Sun Fire X4170, X4275, and 
X4275 Servers Service Manual』を参照してください。

■ ILOM CLI からは、reset /SYS と入力します。

BIOS 画面が表示されます。
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2. BIOS 画面でプロンプトが表示されたら、F2 キーを押して BIOS 設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

しばらくすると、BIOS 設定ユーティリティーが表示されます。
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3. 出荷時のデフォルトに設定するために、次の手順に従います。 

a. F9 キーを押すと、最適な出荷時のデフォルト設定が自動的に読み込まれます。

「OK」を選択してこの操作を続行するか、「キャンセル (CANCEL)」を選択
して操作を取り消すかを求めるメッセージが表示されます。

b. メッセージで、「OK」を強調表示して、Enter キーを押します。

BIOS 設定ユーティリティーの画面が表示され、システム時刻フィールドの最
初の値がカーソルで強調表示されます。

4. BIOS 設定ユーティリティーで、次の手順に従いシステムの時刻または日付に関
連する値を編集します。 

a. 変更する値を強調表示します。

上矢印キーまたは下矢印キーを使用して、システムの時刻と日付の選択を切り
替えます。

b. 強調表示されているフィールドの値を変更するには、次のキーを使用します。

■ プラス (+) キーで表示されている値を 1 つずつ増やします。

■ マイナス (-) キーで表示されている値を 1 つずつ減らします

■ Enter キーでカーソルを次の値フィールドに移動します。

5. 起動設定にアクセスするには、「起動 (Boot)」メニューを選択します。

「起動設定 (Boot Settings)」メニューが表示されます。

6. 「起動設定 (Boot Settings)」メニューで、下矢印キーを使用して「起動デバイス
の優先順位 (Boot Device Priority)」を選択し、Enter キーを押します。
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「起動デバイスの優先順位 (Boot Device Priority)」メニューが表示され、認識さ
れている起動デバイスの優先順位が示されます。

画面に表示される起動デバイスの順序は、次の画面例とは異なる場合があります。

リストの最初のデバイスが、起動の優先順位がもっとも高くなります。 

7. 「起動デバイスの優先順位 (Boot Device Priority)」メニューで次の操作を行い、
リストの最初の起動デバイス項目を編集します。

a. 上矢印キーと下矢印キーを使用して、リストの最初の項目を選び、Enter キーを押
します。

b. 「オプション (Options)」画面で、上矢印キーと下矢印キーを使用してデフォ
ルトの常時起動デバイスを選択し Enter キーを押します。

画面に示される起動オプションは、次の画面例とは異なる場合があります。 
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注 – 「起動 (Boot)」メニューおよび「オプション (Options)」メニューに表示されるデ
バイス文字列は、デバイスの種類、スロットインジケータ、製品 ID 文字列の形式を取
ります。

注 – 変更する各デバイス項目に対して手順 7a および 7b を繰り返して、リスト内の
ほかのデバイスの起動順を変更できます。

8. 変更を保存して BIOS 設定ユーティリティーを終了するには、F10 キーを押します。

注 – Sun ILOM 遠隔コンソールを使用している場合、F10 キーはローカル OS にト
ラップされます。このため、遠隔コンソールの上部にある「キーボード (Keyboard)」
ドロップダウンメニューから「F10」オプションを使用する必要があります。 

または、「終了 (Exit)」メニューで「保存 (Save)」を選択して、変更を保存し 
BIOS 設定ユーティリティーを終了することもできます。

変更を保存して設定を終了することを確認するメッセージが表示されます。

9. メッセージダイアログで、「OK」を選択して、Enter キーを押します。
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第 2 章

SUSE Linux Enterprise Server のイン
ストール

この章では、使用しているサーバーへの x86 (64 ビット) 用 SUSE Linux Enterprise 
Server 10 SP2 (または以降のリリース) のインストールについて説明します。

注 – 使用しているサーバーに SUSE Linux オペレーティングシステムをインストー
ルする場合は、Sun Installation Assistant (SIA) の使用を強くお勧めします。SIA は
必要に応じてデバイスドライバを提供してインストールします。オペレーティングシ
ステムのインストールでの SIA の使用については、『Linux および Windows 用 Sun 
Installation Assistant ユーザーズガイド』(820-6532) の説明に従ってください。

この章では、次の項目について説明します。

■ 18 ページの「SLES インストールの作業マップ」

■ 19 ページの「ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した SLES10 のインス
トール」

■ 22 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した SLES10 のインストール」

■ 25 ページの「SLES10 インストール後の作業」
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SLES インストールの作業マップ
表 2-1 を参照して、一連の作業として定義されているインストールプロセスをあらか
じめ確認します。この表では、必要な作業を特定し、それを説明して、作業実行手順
の参照先を示します。

表 2-1 SLES 10 インストールの作業マップ

手順 作業 説明 参照先

1 インストールで準備す
べき事柄を確認する。

使用しているサーバーへのオペレーティング
システムインストールについて該当する要件
がすべて満たされていることを確認します。

• 4 ページの「インストールの前
提条件」

2 インストール方法を選
択する。

使用しているインフラストラクチャーの要
件を満たすインストール方法を評価して選
択します。

• 6 ページの「インストール
方法」

3 BIOS が出荷時のデ
フォルトに設定されて
いることを確認する。

オペレーティングシステムのインストールを
開始する前に、BIOS が出荷時のデフォルトに
設定されていることを確認します。

• 11 ページの「新規インストー
ルの BIOS 設定の確認」

4 SLES のインストー
ル用メディアを入手
する。

SLES OS CD/DVD メディアとマニュアル
は、Sun または Novell から購入できます。

SLES のメディアは次の Web サイ
トでダウンロードまたは注文でき
ます。

http//www.novell.com

5 SLES OS のインス
トールを実行する。

この章のインストール手順では、インストー
ル用メディアを起動してドライブにパーティ
ションを作成するための最初の手順について
説明します。 
SLES インストールの詳細情報については、次
の Novell の Web サイトにある SUSE Linux 
Enterprise Server マニュアルコレクションを
参照してください。
http://www.novell.com/documentation/
suse 

• 19 ページの「ローカルメディ
アまたは遠隔メディアを使用し
た SLES10 のインストール」

• 22 ページの「PXE ネット
ワーク環境を使用した 
SLES10 のインストール」

6 SLES を登録して自動
アップデートを有効に
する (推奨)。

SLES のインストール用メディアに SLES OS 
の最新バージョンが収録されていない場合
は、この章の説明に従って SLES オペレー
ティングシステムを更新します。

• 25 ページの「SLES10 オペレー
ティングシステムの更新」

7 インストール後、必要
に応じて、ドライバを
インストールする。

使用しているシステム上のハードウェアをサ
ポートするのに必要なデバイスドライバが 
SLES オペレーティングシステムに含まれてい
ない場合は、デバイスドライバを追加でイン
ストールします。

• 27 ページの「追加ハード
ウェアサポートのためのシス
テムデバイスドライバのイン
ストール」
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ローカルメディアまたは遠隔メディアを
使用した SLES10 のインストール
次の手順では、ローカルメディアまたは遠隔メディアから SLES 10 (SLES10) オペ
レーティングシステムを起動する方法を説明します。ここでは、次のいずれかのソー
スから SLES10 のインストール用メディアをすでに起動していることを前提にしてい
ます。

■ SLES10-SP2 (または以降のリリース) の CD または DVD セット (内蔵または外部 
CD/DVD)

■ SLES10-SP2 (または以降のリリース) の ISO DVD イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – インストール用メディアを PXE 環境から起動する場合の起動手順については 
22 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した SLES10 のインストール」を参照し
てください。

作業を開始する前に

インストール開始の前に、次の要件が満たされていなければなりません。

■ このオペレーティングシステムをインストールするために準備すべき事柄がすべ
て満たされていなければなりません。これらの準備すべき事柄については、4 ペー
ジの表 1-2「OS のインストールで準備すべき事柄」を参照してください。

■ インストール開始の前に、インストール方法 (たとえば、コンソール、起動メディ
ア、インストール先) を選択して確立しておく必要があります。これらの設定の要
件については、6 ページの「インストール方法」を参照してください。

次に説明する手順は、インストール用メディアを起動し SLES インストールプログラ
ムを立ち上げるための最初の手順です。SLES10-SP2 インストールの詳細情報につい
ては、次の Novell の Web サイトにある SUSE Linux Enterprise Server マニュアルコ
レクションを参照してください。http://www.novell.com/documentation/

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実
行する必要があります。詳細については、25 ページの「SLES10 インストール後の
作業」を参照してください。
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▼ ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した 
SLES10 のインストール

1. インストール用メディアを起動できることを確認します。

注 – Sun Fire X4275  サーバーの場合、フロントパネルに CD/DVD-ROM ドライブ
も USB コネクタもないので、ILOM 遠隔コンソールを使用して、遠隔ストレージ
デバイスから起動メディアをリダイレクトしてください。手順については、8 ペー
ジの表 1-4「OS インストール実行のための起動メディアオプション」の「遠隔起動
メディア」を参照してください。

■ Distribution CD/DVD を使用する場合。ローカルまたは遠隔の USB 
CD/DVD-ROM ドライブに、SLES10 の起動ディスク (「1」のラベルが付いた 
CD または DVD) を挿入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージを使用できることと、起動ディス
クイメージ (「1」のラベルが付いた CD または DVD) が Sun ILOM 遠隔コン
ソールアプリケーションの「Device」メニュー -->「CD-ROM Image」で選
択されていることを確認します。 

インストール用メディアの設定方法については、8 ページの表 1-4「OS インス
トール実行のための起動メディアオプション」を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

たとえば、次のように入力します。

■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」タブの順に選択し、次に「Host action」ドロッ
プダウンリストボックスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI を使用する場合、次のように入力します。
reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で F8 キーを押して、SLES のインス
トールで一時的に使用する起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。
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4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバイスとして外部また
は仮想 CD/DVD デバイスを選択して、Enter キーを押します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイス文字列は、デバイ

スの種類、スロットインジケータ、製品 ID 文字列の形式を取ります。

数秒後、SUSE の初期起動画面が表示されます。

5. 最初の SUSE 起動インストール画面で、Tab キーを使用して、2 番目のオプション 
「インストール (Installation)」を選択し、Enter キーを押します。

このオプションを選択すると、標準的な対話式のインストールプロセスに進みます。 

「言語 (Language)」画面が表示されます。

注 – 「言語 (Language)」画面の表示には、数分かかることがあります。

6. 「言語 (Language)」画面で、適切な言語オプションを選択して、「次へ 
(Next)」をクリックします。

「使用許諾契約 (License Agreement)」画面が表示されます。

7. 「SUSE Linux Novell 使用許諾契約 (SUSE Linux Novell License Agreement)」
画面で、「同意する (Accept)」をクリックします。 

SUSE YaST インストールプログラムが初期化されます。YaST のグラフィカルインス
トール画面が表示されます。

AutoYaST ファイルの設定によっては、「YaST 言語選択 (YaST Language 
Selection)」画面が表示されることがあります。

8. 「YaST 言語選択 (YaST Language Selection)」画面が表示される場合は、使用す
る言語を選択してください。 

AutoYaST ファイルの設定によっては、「YaST インストールモード (YaST 
Installation Mode)」画面が表示されることがあります。

9. 「YaST インストールモード (YaST Installation Mode)」画面が表示される場合
は、「新規インストール (New Installation)」を選択して、「OK」をクリッ
クし次に進みます。

システムのハードウェアが検出されます。「YaST インストール設定 (YaST 
Installation Settings)」画面が表示されます。

10. 「YaST インストール設定 (YaST Installation Settings)」画面で、次の手順に従い
ます。

a. 「パーティションの作成 (Partitioning)」オプションをクリックします。

b. 「カスタムパーティションの作成 (Create Custom Partition)」を選択
して、「OK」をクリックします。 

c. 適切な構成になるように、ディスクにパーティションを作成します。 

詳細については、YaST のパーティション作成に関する説明を参照してください。
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注 – ディスクが Solaris OS インストール済みである場合は、ディスクにパーティ
ションを作成して Solaris を削除するか、Solaris を削除せずにディスクにパーティ
ションを作成してデュアルブートオペレーティングシステムをサポートするかを選択
できます。

11. SLES OS のすべてのファイルがインストールされシステムが再起動するまで、イン
ストールの基本設定を続行します。

12. インストールの基本設定が完了したら、YaST のマニュアルを参照して、次の作
業を実行します。

a. 使用するアカウントのパスワードを作成します。 

b. インターネットアクセスとネットワーク設定を構成してテストします。 

c. OS を登録して、利用できるアップデートをオペレーティングシステムにダウン
ロードします。

または、25 ページの「SLES10 オペレーティングシステムの更新」を参照して 
SLES10 OS を手動で更新します。

13. この章で後述するインストール後の作業を確認し、必要な場合は実行します。

25 ページの「SLES10 インストール後の作業」 を参照してください。

PXE ネットワーク環境を使用した 
SLES10 のインストール
ここでは、PXE ネットワーク環境から SLES10 を起動する方法について説明します。
ここでは、次のいずれかのソースからインストール用メディアをすでに起動している
ことを前提にしています。

■ SLES10-SP2 (または以降のリリース) の CD または DVD セット (内蔵または外部 
CD/DVD)

■ SLES10-SP2 (または以降のリリース) の ISO DVD イメージまたは AutoYaST イ
メージ (ネットワークリポジトリ)

AutoYaST を使用すると、複数のシステムに SLES オペレーティングシステムをインス
トールできます。AutoYaST を使用した自動インストールの準備方法については、次の 
Web サイトにある Novell SUSE のマニュアルコレクションを参照してください。

http://www.novell.com/documentation/suse
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作業を開始する前に

PXE ネットワーク起動環境から SLES10 のインストールを開始する前に、次の要件が
満たされていなければなりません。

■ インストールで AutoYaST イメージを使用する場合は、次の作業を行う必要があ
ります。

■ AutoYaST プロファイルを作成します。 

SUSE Linux Enterprise 10 マニュアルの AutoYaST インストール手順に従います。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストール用メディアを起動する場合は、
次の作業を行う必要があります。

■ ネットワーク (NFS、FTP、HTTP) サーバーを、インストールツリーをエクス
ポートできるように設定します。

■ PXE 起動に必要な、TFTP サーバー上のファイルを設定します。

■ PXE 構成から起動するようにSun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー 
MAC ネットワークポートアドレスを設定します。 

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) を設定します。

SUSE Linux Enterprise 10 のマニュアルにある、ネットワーク経由での SUSE メ
ディア起動のための設定手順に従います。

この手順の完了後、25 ページの「SLES10 インストール後の作業」の作業を実行し
なければならない場合があります。

▼ ネットワーク PXE 起動を使用した SLES10 のイン
ストール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、SLES インストール用メディアが PXE 
起動で使用できることを確認します。

2. サーバーの電源をリセットします。

たとえば、次のように入力します。

■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」タブの順に選択し、次に「Host action」ドロッ
プダウンリストボックスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI を使用する場合、次のように入力します。
reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。
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注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。 

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
され、使用できる起動デバイスが表示されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、使用しているネットワークインス
トールサーバーと通信できるように設定されている PXE インストール起動デバイ
ス (物理ポート) を選択して、Enter キーを押します。

ネットワークブートローダーが読み込まれ、ブートプロンプトが表示されます。タ
イムアウトしてインストールカーネルの読み込みが開始されるまで 5 秒待ちます。

「SUSE Linux Novell 使用許諾契約 (SUSE Linux Novell License Agreement)」画
面が表示されます。

5. 「SUSE Linux Novell 使用許諾契約 (SUSE Linux Novell License Agreement)」画
面で、「同意する (Accept)」をクリックします。 

SUSE YaST インストールプログラムが初期化されます。YaST のグラフィカルインス
トール画面が表示されます。

AutoYaST ファイルの設定によっては、「YaST 言語選択 (YaST Language 
Selection)」画面が表示されることがあります。

6.  「YaST 言語選択 (YaST Language Selection)」画面が表示される場合は、使用す
る言語を選択してください。 

AutoYaST ファイルの設定によっては、「YaST インストールモード (YaST 
Installation Mode)」画面が表示されることがあります。

7. 「YaST インストールモード (YaST Installation Mode)」画面が表示される場合
は、「新規インストール (New Installation)」を選択して、「OK」をクリッ
クして次に進みます。

システムのハードウェアが検出されます。「YaST インストール設定 (YaST 
Installation Settings)」画面が表示されます。

8. 「YaST インストール設定 (YaST Installation Settings)」画面で、次の手順に従い
ます。

a. 「パーティションの作成 (Partitioning)」オプションをクリックします。

b. 「カスタムパーティションの作成 (Create Custom Partition)」を選択し
て、「OK」をクリックします。 

c. 適切な構成になるように、ディスクにパーティションを作成します。 

詳細については、YaST のパーティション作成に関する説明を参照してください。
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注 – ディスクが Solaris OS インストール済みである場合は、ディスクにパーティ
ションを作成して Solaris を削除するか、Solaris を削除せずにディスクにパーティ
ションを作成してデュアルブートオペレーティングシステムをサポートするかを選択
できます。

9. SLES OS のすべてのファイルがインストールされシステムが再起動するまで、イン
ストールの基本設定を続行します。

10. インストールの基本設定が完了したら、YaST のマニュアルを参照して、次の作
業を実行します。

a. 使用するアカウントのパスワードを作成します。 

b. インターネットアクセスとネットワーク設定を構成してテストします。 

c. OS を登録して、利用できるアップデートをオペレーティングシステムにダウン
ロードします。

または、25 ページの「SLES10 オペレーティングシステムの更新」を参照して 
SLES OS を手動で更新します。

11. この章で後述するインストール後の作業を確認し、必要な場合は実行します。

25 ページの「SLES10 インストール後の作業」 を参照してください。

SLES10 インストール後の作業
SLES10のインストールが完了したら、次に示すインストール後の作業を確認し、必
要な場合は、使用しているシステムに該当する作業を実行します。

■ 25 ページの「SLES10 オペレーティングシステムの更新」

■ 27 ページの「追加ハードウェアサポートのためのシステムデバイスドライバの
インストール」

■ 27 ページの「Wake On LAN オプションの有効化」

SLES10 オペレーティングシステムの更新

SLES10 OS のインストール用メディアに、SLES10 OS の最新バージョンが収録され
ていないことがあります。次の手順では、使用しているサーバーで SLES10 OS を更
新する方法を説明します。
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▼ SLES10 オペレーティングシステムの更新

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のコマンドを入力して、YaST オンラインアップデートを実行します。

# you

なお、YaST は、テキストモードとグラフィカルモードの両方で動作します。ここ
での指示は、両方に適用されます。

3. 使用しているサーバーがネットワークファイアウォールに保護されていて、イン
ターネットにアクセスするためにプロキシサーバーを使用する必要がある場合に
は、まず正しいプロキシ情報で YaST を設定する必要があります。

a. 左にある「ネットワークサービス (Network Services)」タブを選択してから、
右側の「プロキシ (Proxy)」画面を選択します。HTTP フィールドと HTTPS 
フィールドの両方に、正しいプロキシ URL を入力します。

注 – ネットワーク HTTP プロキシを介してオンラインアップデートサービスが正常
に機能するためには、次の追加設定手順を実行する必要があります。 

b. YaST ユーティリティーを終了して、以下のコマンドを実行します。

rug set-prefs proxy-url  Proxy URL

ここで、Proxy_URL は、プロキシサーバーの完全修飾 URL です (たとえば 
http://proxy.yourdomain:3128/)。 

c. コマンドの実行の成功後に、YaST を再度起動します。

4. Novell Customer Center に登録します。

注 – Novell Customer Center のユーザー名とパスワード、および SLES 10 製品のア
クティベーションコードが必要です。

a. 左側の「ソフトウェア (Software)」 タブを選択します。

b. 「Novell Customer Center の設定 (Novell Customer Center Configuration)」を選択
して、指示に従います。

5. 登録後、「オンラインアップデート (Online Update)」タブを選択して、ソフト
ウェアの更新を実行します。
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追加ハードウェアサポートのためのシステムデバ
イスドライバのインストール

表 2-2 では、使用しているシステムにインストールできるシステムデバイスドライバを
示します。この表を参照して、使用しているシステムにインストールする必要があるド
ライバがあるかどうかを判断します。

Wake On LAN オプションの有効化

オペレーティングシステムのインストール後、BIOS 設定ユーティリティーで Wake 
On LAN (WOL) オプションを使用可能にすることができます。この機能により、
ネットワーク上の別の位置からサーバーに電源を入れることができます。WOL を使
用可能にするための要件については、『Sun Fire X4170, X4275, and X4275 Servers 
Service Manual』の「Wake On LAN」を参照してください。

表 2-2 追加する SLES ドライバ

ハードウェアデバイス 必要なデバイスドライバ 指示書 ドライバをダウンロードするサイト

Sun Dual-Port 4X 
PCI-Express 
Infiniband Host 
Channel Adapter 
X1236A-Z (PCIe) 

Mellanox: 
Infiniband ドライバ インストール手順に

ついては、Readme 
ファイルを参照して
ください。

Readme ファイルは、
Mellanox のドライバダ
ウンロードサイトで入手
できます。

http://www.mellanox.com/
content/pages.php?pg=
products_dyn&product_
family=26&menu_section=34Sun PCI Express 

4x Infiniband 
Adapter 
X4217A-Z (PCIe) 

Mellanox: 
Infiniband ドライバ
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第 3 章

Red Hat Enterprise Linux のインス
トール

この章では、次のオペレーティングシステムのインストールについて説明します。

■ x86 (32 ビットおよび 64 ビット) 用 Red Hat Enterprise Linux v.4.7 (または以降の
リリース)

■ x86 (64 ビット) 用 Red Hat Enterprise Linux v.5.3 (または以降のリリース)

注 – 使用しているサーバーに Red Hat Linux オペレーティングシステムをインストー
ルする場合は、Sun Installation Assistant (SIA) の使用を強くお勧めします。SIA は必
要に応じてデバイスドライバを提供してインストールします。オペレーティングシス
テムのインストールでの SIA の使用については、『Linux および Windows 用 Sun 
Installation Assistant ユーザーズガイド』(820-6352) の説明に従ってください。

この章では、次の項目について説明します。

■ 30 ページの「RHEL インストールの作業マップ」

■ 31 ページの「ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した RHEL4 または 
RHEL5 のインストール」

■ 38 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した RHEL4 または RHEL5 のインス
トール」

■ 40 ページの「RHEL インストール後の作業」
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RHEL インストールの作業マップ
表 3-1 を参照して、一連の作業として定義されているインストールプロセスをあらか
じめ確認します。この表では、必要な作業を特定し、それを説明して、作業実行手順
の参照先を示します。

表 3-1 RHEL インストールの作業マップ

手順 作業 説明 参照先

1 インストールで準備す
べき事柄を確認する。

使用しているサーバーへのオペレーティン
グシステムインストールについて該当する
要件がすべて満たされていることを確認し
ます。

• 4 ページの「インストールの前提
条件」

2 インストール方法を選
択する。

使用しているインフラストラクチャーの
要件を満たすインストール方法を評価し
て選択します。

• 6 ページの「インストール方法」

3 BIOS が出荷時のデ
フォルトに設定されて
いることを確認する。

オペレーティングシステムのインストー
ルを開始する前に、BIOS が出荷時のデ
フォルトに設定されていることを確認し
ます。

• 11 ページの「新規インストールの 
BIOS 設定の確認」

4 RHEL のインストー
ル用メディアを入手
する。

RHEL OS CD/DVD メディアとマニュア
ルは、Sun または Red Hat から購入でき
ます。

RHEL のメディアは次の Web サ
イトでダウンロードまたは注文で
きます。

http//www.redhat.com

5 RHEL OS のインス
トールを実行する。

この章のインストール手順では、インス
トール用メディアを起動して RHEL イン
ストールプログラムを立ち上げるための最
初の手順について説明します。 
RHEL インストールの詳細情報について
は、次の Web サイトにある RHEL マニュ
アルコレクションを参照してください。
http://www.redhat.com/docs/
manuals/enterprise/

• 31 ページの「ローカルメディアま
たは遠隔メディアを使用した 
RHEL4 または RHEL5 のインス
トール」

• 38 ページの「PXE ネットワーク
環境を使用した RHEL4 または 
RHEL5 のインストール」

6 RHEL を登録して自動
アップデートを有効に
する(推奨)。

RHEL のインストール後、システムを登
録し Red Hat との契約を有効にして、ソ
フトウェアの自動アップデートを取得で
きるようにします。 

• Red Hat Enterprise Linux マニュ
アルコレクション: 
http://www.redhat.com/
docs/manuals/enterprise/

7 インストール後、必要
に応じて、ドライバを
インストールする。

使用しているシステムをサポートするの
に必要なデバイスドライバが RHEL オペ
レーティングシステムに含まれていない
場合は、デバイスドライバを追加でイン
ストールします。

• 41 ページの「追加ハードウェアサ
ポートのためのシステムデバイス
ドライバのインストール」
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ローカルメディアまたは遠隔メディアを
使用した RHEL4 または RHEL5 のイン
ストール
次の手順では、ローカルメディアまたは遠隔メディアから RHEL4 または RHEL5 オ
ペレーティングシステムのインストールを開始する方法を説明します。この手順で
は、次のいずれかのソースから RHEL のインストール用メディアをすでに起動して
いることを前提にしています。

■ RHEL4 または RHEL5 の CD または DVD セット (内蔵または外部 CD/DVD)

■ RHEL4 または RHEL5 の ISO DVD イメージ (ネットワークリポジトリ)

注 – インストール用メディアを PXE 環境から起動する場合の手順については 
38 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した RHEL4 または RHEL5 のインス
トール」を参照してください。

注 – RHEL4 CD を Sun から提供された場合は、インストール完了後すぐに RHEL4 
オペレーティング システムを Update 7 にアップグレードしなければならないことが
あります。

ローカルメディアまたは遠隔メディアから RHEL OS をインストールするには、次の
手順を参照してください。

■ 32 ページの「ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した RHEL4 のインス
トール」

■ 35 ページの「ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した RHEL5 のインス
トール」

作業を開始する前に

インストール開始の前に、次の要件が満たされていなければなりません。

■ オペレーティングシステムをインストールするために準備すべき事柄がすべて満
たされていなければなりません。これらの準備すべき事柄については、4 ページの
表 1-2「OS のインストールで準備すべき事柄」を参照してください。

■ インストール開始の前に、インストール方法 (たとえば、コンソール、起動メディ
ア、インストール先) を選択して確立しておく必要があります。これらの設定の要
件については、6 ページの「インストール方法」を参照してください。
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次に説明する手順は、インストール用メディアを起動しドライブのパーティションを
作成するための最初の手順です。RHEL インストールの詳細情報については、次の 
Web サイトにある RHEL のマニュアルコレクションを参照してください。

http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して
実行する必要があります。詳細については、40 ページの「RHEL インストール後
の作業」を参照してください。

▼ ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した 
RHEL4 のインストール

1. インストール用メディアを起動できることを確認します。

注 – Sun Fire X4275  サーバーの場合、フロントパネルに CD/DVD-ROM ドライブ
も USB コネクタもないので、ILOM 遠隔コンソールを使用して、遠隔ストレージ
デバイスから起動メディアをリダイレクトしてください。手順については、8 ペー
ジの表 1-4「OS インストール実行のための起動メディアオプション」の「遠隔起動
メディア」を参照してください。

■ Distribution CD/DVD を使用する場合。ローカルまたは遠隔の USB 
CD/DVD-ROM ドライブに Red Hat 4.0 ディストリビューションメディアの起
動ディスク (「1」のラベルが付いた CD または単一の DVD) を挿入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージを使用できることと、起動ディス
クイメージ (「1」のラベルが付いた CD または DVD) が Sun ILOM 遠隔コン
ソールアプリケーションの「Device」メニュー -->「CD-ROM Image」で選
択されていることを確認します。 

インストール用メディアの設定方法については、8 ページの表 1-4「OS インス
トール実行のための起動メディアオプション」を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。 

たとえば、次のように入力します。

■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」タブの順に選択し、次に「Host action」ドロッ
プダウンリストボックスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。
32 Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー Linux、VMware、および Solaris OS インストールガイド • 2009 年 3 月

http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/


■ サーバー SP の ILOM CLI を使用する場合、次のように入力します。
reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。 

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で F8 キーを押して、RHEL のインス
トールで一時的に使用する起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください(Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバイスとして外部また
は仮想 CD/DVD デバイスを選択して、Enter キーを押します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイス文字列は、デバイ
スの種類、スロットインジケータ、製品 ID 文字列の形式を取ります。

数秒後、Red Hat インストールのスプラッシュ画面が表示されます。スプラッ
シュ画面の下半分に、説明、ファンクションキー、およびブートプロンプトが表
示されます。

5. Red Hat Enterprise Linux のスプラッシュ画面で、Enter キーを押して標準的な対
話式インストールに進みます。

または、テキストモードで、次のコマンドを入力します。

boot: linux text

6. 「CD メディアのテスト (Testing CD Media)」画面で、Tab キーを押して「スキッ
プ (Skip)」を選択し、Enter キーを押します。

注 – インストールの初期設定で問題が発生する場合は、「OK」を選択して、インス
トール用 CD メディアをテストしなければならないことがあります。

Red Hat Enterprise Linux システムのインストーラに当たる Anaconda 実行につ
いてのメッセージが表示されます。数秒後、Red Hat のスプラッシュ画面が表
れ、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。 

7. 「Red Hat へようこそ (Red Hat Welcome)」画面で、「次へ (Next)」をクリッ
クしてインストールに進みます。

「言語 (Language)」画面が表示されます。

8. 「言語 (Language)」画面で、適切な言語を選択して、「次へ (Next)」をクリッ
クします。

「キーボード設定 (Keyboard Configuration)」画面が表示されます。
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9. 「キーボード設定 (Keyboard Configuration)」画面で、適切なキーボード設定を選
択してから、「次へ (Next)」をクリックします。

10. 「ディスクパーティション設定 (Disk Partitioning Setup)」画面が表示されたら、
次の手順に従います。

a. 「Disk Druid を使用して手動でパーティションを作成する (Manually 
Partition with Disk Druid)」ラジオボタンを選択して、「次へ 
(Next)」をクリックします。

b. Red Hat のディスクパーティション作成画面に示される説明を参照して、ディ
スクにパーティションを作成します。

注 – ディスクが Solaris OS インストール済みである場合は、ディスクにパーティ
ションを作成して Solaris を削除するか、Solaris を削除せずにディスクにパーティ
ションを作成してデュアルブートオペレーティングシステムをサポートするかを選択
できます。

11. 画面上の指示と Red Hat のマニュアルに従って、Red Hat インストールの基本設
定を続行します。
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12. Red Hat インストールの基本設定が完了したら、次に示すインストール後の作業を実
行します。

a. 使用しているシステムで自動アップデートを設定します。 

詳細は、Red Hat のマニュアルを参照してください。 

b. 必要な場合は、
RHEL4.7 用の最新の訂正およびバグ修正をダウンロードしてインストールし
ます。

詳細は、Red Hat のマニュアルを参照してください。

c. この章で後述するインストール後の作業を確認し、必要な場合は実行します。

40 ページの「RHEL インストール後の作業」を参照してください。

▼ ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した 
RHEL5 のインストール

1. インストール用メディアを起動できることを確認します。 

■ Distribution CD/DVD を使用する場合。ローカルまたは遠隔の USB 
CD/DVD-ROM ドライブに Red Hat 5.0 ディストリビューションメディアの起
動ディスク (「1」のラベルが付いた CD または単一の DVD) を挿入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージを使用できることと、起動ディス
クイメージ (「1」のラベルが付いた CD または DVD) が ILOM 遠隔コンソー
ルアプリケーションの「Device」メニュー -->「CD-ROM Image」で選択さ
れていることを確認します。 

インストール用メディアの設定方法については、8 ページの表 1-4「OS インス
トール実行のための起動メディアオプション」を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。 

たとえば、次のように入力します。

■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」タブの順に選択し、次に「Host action」ドロッ
プダウンリストボックスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI を使用する場合、次のように入力します。
reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。
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注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で F8 キーを押して、RHEL のインス
トールで一時的に使用する起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください(Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバイスとして「外部 
(external)」または「仮想 (virtual)」CD/DVD デバイスを選択して、Enter 
キーを押します。

「起動 (Boot)」メニューに表示されるデバイス文字列は、デバイスの種類、ス
ロットインジケータ、製品 ID 文字列の形式を取ります。

数秒後、RHEL5 インストールのスプラッシュ画面が表示されます。スプラッシュ
画面の下半分に、説明、ファンクションキー、およびブートプロンプトが表示さ
れます。

5. Red Hat Enterprise Linux のスプラッシュ画面で、Enter キーを押して標準的な対
話式インストールに移ります。

または、テキストモードで、次のコマンドを入力します。

boot: linux text

6. 「言語 (Language)」画面で、適切な言語を選択して、「OK」をクリックします。

「キーボードタイプ (Keyboard Type)」画面が表示されます。

7. 「キーボードタイプ (Keyboard Type)」画面で、適切なキーボード設定を選択し
てから、「OK」をクリックします。

「インストール方法 (Installation Method)」画面が表示されます。

8. 「インストール方法 (Installation Method)」画面で、適切なインストール方法
(「ローカル CD-ROM (Local CDROM)」または「NFS イメージ (NFS Image)」) を
選択して、「OK」をクリックします。

「CD が見つかりました (CD Found)」画面が表示されます。

9. 「CD が見つかりました (CD Found)」画面で、「スキップ (Skip)」をクリック
します。

「Red Hat Enterprise Linux 5」画面が表示されます。

10. 「Red Hat Enterprise 5」画面で、「次へ (Next)」をクリックします。

「インストール番号 (Installation Number)」ダイアログが表示されます。
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11. 「インストール番号 (Installation Number)」ダイアログで、「インストール番
号」を入力するか、「インストール番号の入力を省略する (Skip entering 
installation number)」をクリックして、「OK」をクリックします。

「ディスクパーティション設定 (Disk Partition Setup)」画面が表示されます。

12. 「ディスクパーティション設定 (Disk Partition Setup)」画面で、次の手順に従い
ます。

a. 「選択したドライブ上の Linux パーティションを削除してデフォルトレイア
ウトを作成する (Remote Linux partition on selected drives and 
create default layout)」オプションを選択するか、Disk Druid の 「カスタ
ムレイアウトの作成 (Create custom layout)」オプションを使用して手動
でディスクにパーティションを作成し、「次へ (Next)」をクリックします。

b. Red Hat のディスクパーティション作成画面に表示される説明を参照して、
ディスクにパーティションを作成します。

注 – ディスクが Solaris OS インストール済みである場合は、ディスクにパーティ
ションを作成して Solaris を削除するか、Solaris を削除せずにディスクにパーティ
ションを作成してデュアルブートオペレーティングシステムをサポートするかを選
択できます。
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13. 画面上の指示と Red Hat のマニュアルに従って、Red Hat インストールの基本設
定を続行します。

14. Red Hat インストールの基本設定が完了したら、次に示すインストール後の作業を実
行します。

a. 使用しているシステムで自動アップデートを設定します。 

詳細は、Red Hat のマニュアルを参照してください。 

b. 必要な場合は、RHEL5.3 用の最新の訂正およびバグ修正をダウンロードして
インストールします。 

詳細については、Red Hat のマニュアルを参照してください。

c. この章で後述するインストール後の作業を確認し、必要な場合は実行します。

40 ページの「RHEL インストール後の作業」を参照してください。

PXE ネットワーク環境を使用した 
RHEL4 または RHEL5 のインストール
ここでは、PXE ネットワーク環境から RHEL4 または RHEL5 を起動する方法につい
て説明します。ここでは、次のいずれかのソースからインストール用メディアをすで
に起動していることを前提にしています。

■ RHEL4 または RHEL5 の CD または DVD セット (内蔵または外部 CD/DVD)

■ RHEL4 または RHEL5 の ISO DVD イメージまたは KickStart イメージ (ネット
ワークリポジトリ)

注 – KickStart は、Red Hat の自動インストール方法です。これを使用すると、一部
または全部のインストール設定と、通常は標準的な Red Hat インストールで提供さ
れる構成パラメータの設定を含む単一のイメージを作成できます。通常、KickStart 
イメージは単一のネットワークサーバー上に配置し、複数のシステムからインストー
ル用に読み取ります。

注 – RHEL4 CD を Sun から提供された場合は、インストール完了後すぐに RHEL4 
オペレーティングシステムを Update 7 にアップグレードしなければならないことが
あります。
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作業を開始する前に

PXE を使用した RHEL インストールを開始する前に、次の要件が満たされていなけ
ればなりません。

■ インストールで KickStart イメージを使用する場合は、次の作業を行う必要があり
ます。

■ KickStart ファイルを作成します。

■ KickStart ファイルを含む起動メディアを作成するか、またはネットワーク上で 
KickStart ファイルを使用できるようにします。 

『Red Hat Enterprise Linux 4: Administration Guide』
(http://www.redhat.com/docs) の KickStart インストールについての説明に
従ってください。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストール用メディアを起動する場合は、
次の作業を行う必要があります。

■ ネットワーク (NFS、FTP、HTTP) サーバーを、インストールツリーをエクス
ポートできるように設定します。

■ PXE 起動に必要な、TFTP サーバー上のファイルを設定します。

■ PXE 構成から起動するように Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー 
MAC ネットワークポートアドレスを設定します。 

■ DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) を設定します。

『Red Hat Enterprise Linux 4: Administration Guide』
(http://ww.redhat.com/docs) の PXE ネットワークインストールに関する説
明に従ってください。

▼ ネットワーク PXE 起動を使用した RHEL4 また
は RHEL5 のインストール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、RHEL インストール用メディアが PXE 
起動で使用できることを確認します。

2. サーバーの電源をリセットします。

たとえば、次のように入力します。

■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」タブの順に選択し、次に「Host action」ドロッ
プダウンリストボックスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。
第 3 章  Red Hat Enterprise Linux のインストール 39

http://www.redhat.com/docs
http://ww.redhat.com/docs


■ サーバー SP の ILOM CLI を使用する場合、次のように入力します。
reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. F8 キーを押して、一時起動デバイスを指定します。 

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
され、使用できる起動デバイスが表示されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、使用している PXE ネットワークイン
ストールサーバーと通信できるように設定されているネットワークポートを選択し
ます。 

ネットワークブートローダーが読み込まれ、ブートプロンプトが表示されます。
数秒後、インストールカーネルの読み込みが開始されます。

5. 次のいずれかの手順を参照して、インストールを完了します。

■ RHEL 4.7 の場合は、32 ページの「ローカルメディアまたは遠隔メディアを使
用した RHEL4 のインストール」の手順 5 を参照してください。

■ RHEL 5.3 の場合は、35 ページの「ローカルメディアまたは遠隔メディアを使
用した RHEL5 のインストール」の手順 5 を参照してください。

RHEL インストール後の作業
RHEL のインストールが完了したら、次に示すインストール後の作業を確認し、必要
な場合は、使用しているシステムに該当する作業を実行します。

■ 41 ページの「追加ハードウェアサポートのためのシステムデバイスドライバの
インストール」

■ 41 ページの「Wake On LAN オプションの有効化」
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追加ハードウェアサポートのためのシステムデバ
イスドライバのインストール 
表 3-2 では、使用しているシステムにインストールできるシステムデバイスドライバを
示します。この表を参照して、使用しているシステムにインストールする必要があるド
ライバがあるかどうかを判断します。

Wake On LAN オプションの有効化

オペレーティングシステムのインストール後、BIOS 設定ユーティリティーで Wake 
On LAN (WOL) オプションを使用可能にすることができます。この機能により、
ネットワーク上の別の位置からサーバーに電源を入れることができます。WOL を使
用可能にするための要件については、『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers 
Service Manual』の「Wake On LAN」を参照してください。

表 3-2 追加する RHEL ドライバ

ハードウェアデバイス 必要なデバイスドライバ 指示書 ドライバをダウンロードするサイト

Sun Dual-Port 4X 
PCI-Express 
Infinibandホスト
チャネルアダプタ 
X1236A-Z (PCIe) 

Mellanox: 
Infiniband ドライバ インストール手順に

ついては、Readme 
ファイルを参照して
ください。

Readme ファイルは、
Mellanox のドライバダ
ウンロードサイトで入手
できます。

http://www.mellanox.com/
content/pages.php?pg=
products_dyn&product_
family=26&menu_section=34Sun PCI Express 

4x Infiniband アダ
プタ 
X4217A-Z (PCIe) 

Mellanox: 
Infiniband ドライバ
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第 4 章

VMware のインストール

この章では、次のソフトウェアのインストールに必要な手順を説明します。

■ VMware ESX 3.5 Update 4 (または以降のリリース)

■ VMware ESXi 3.5 Update 4 (または以降のリリース)

この章では、特に、VMware サービスコンソール用のネットワークインタフェース
カード (network interface card、NIC) の選択について説明します。

注 – VMware ESX 3.5 は VMware ESX Server 3.5 と呼ばれていました。また、
VMware ESXi 3.5 は VMware ESX Server 3i バージョン 3.5 と呼ばれていました。

この章では、次の項目について説明します。

■ 44 ページの「VMware サービスコンソール用のネットワークインタフェース接続
の計画」

■ 45 ページの「VMware ESX または ESXi のインストール」

■ 46 ページの「作業を開始する前に」

■ 46 ページの「VMware ESX または ESXi のインストール」
43



VMware サービスコンソール用のネット
ワークインタフェース接続の計画
VMware のサービスコンソールおよび管理インタフェースは、使用するネットワー
クインタフェースによって異なります。VMware ソフトウェアのインストールで
は、使用しているネットワークインタフェースを、ホスト管理用のサービスコンソー
ルと関連付ける必要があります。

VMware の設定プロセスでは、使用しているサーバーに搭載されている NIC が自動
的に検出され、「ネットワーク構成 (Network Configuration)」ダイアログに表示さ
れます。このダイアログで、VMware サービスコンソール (vmnic0) に対して使用す
るネットワークインタフェースを指定する必要があります。図 4-1 および図 4-2 を参
照してください。

図 4-1 VMware ESX のインストール – ネットワークインタフェースの例
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図 4-2 VMware ESXi のインストール – ネットワークインタフェースの例

使用しているシステムに複数の NIC が搭載されている場合は、NIC と物理ポートとを
関連付けるのが難しい場合があります。PCI バスのラベルを NIC 上の物理ポートと対
応付ける方法を確認するには、67 ページの付録 A「ネットワークインタフェースカー
ドの PCI バス番号と物理ネットワークポートとの対応付け」を参照してください。

VMware ESX または ESXi のインストール 
次の手順では、ローカルまたは遠隔のインストール用メディアから VMware (ESX また
は ESXi) をインストールする方法を説明します。ここでは、次のいずれかのソースから 
VMware インストール用メディアをすでに起動していることを前提にしています。

■ VMware ESX または ESXi 3.5 Update 4 の CD または DVD セット (内蔵または外
部 CD/DVD)

■ VMware ESX または ESXi 3.5 Update 4 の ISO DVD イメージ (ネットワークリポ
ジトリ)
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作業を開始する前に

インストール開始の前に、次の要件が満たされていなければなりません。

■ オペレーティングシステムをインストールするために準備すべき事柄がすべて満
たされていなければなりません。これらの準備すべき事柄については、4 ページ
の「OS のインストールで準備すべき事柄」を参照してください。

■ インストール開始の前に、インストール方法 (たとえば、コンソール、起動メディ
ア、インストール先) を選択して確立しておく必要があります。これらの設定の要
件については、6 ページの「インストール方法」を参照してください。

■ VMware サービスコンソールを管理するサーバーへのネットワーク接続が確立し
ていることを確認します。詳細は、44 ページの「VMware サービスコンソール用
のネットワークインタフェース接続の計画」を参照してください。

■ VMware ESX または ESXi の詳しいインストール方法については、次の Web サイ
トにある VMware ESX または ESXi のマニュアルを参照してください。

http://www.vmware.com/support/pubs/vi_pubs.html

▼ VMware ESX または ESXi のインストール

1. インストール用メディアを起動できることを確認します。

たとえば、次のように操作します。

■ CD/DVD 配布メディアを使用する場合。ローカルまたは遠隔の USB 
CD/DVD-ROM ドライブに VMware 3.5 配布メディアの起動ディスク
(「1」のラベルが付いた CD または単一の DVD) を挿入します。

■ ISO イメージを使用する場合。ISO イメージを使用できることと、起動ディス
クイメージ (「1」のラベルが付いた CD または DVD) が ILOM 遠隔コンソー
ルアプリケーションの「Device」メニュー -->「CD-ROM Image」で選択さ
れていることを確認します。 

インストール用メディアの設定方法については、8 ページの「OS インストール実
行のための起動メディアオプション」を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。 

たとえば、次のように操作します。

■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」の順に選択し、次に「Host action」リストボッ
クスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。
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注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で F8 キーを押して、VMware のインス
トールで一時的に使用する起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の起動デバイスとして外部また
は仮想 CD/DVD デバイスを選択して、Enter キーを押します。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイス文字列は、デバイ
スの種類、スロットインジケータ、製品 ID 文字列の形式を取ります。

数秒後、VMware インストールのスプラッシュ画面が表示されます。 

5. VMware のインストールを実行します。 

インストールの実行中は 、ESX または ESXi 用の VMware インストールマニュア
ルを参照してください。詳細は、次の Web サイトを参照してください。
http://www.vmware.com/support/pubs/vi_pubs.html

VMware のインストールが完了すると、システムが再起動し、VMware サービス
コンソールを設定するための設定ダイアログが表示されます。

6. ESX の「ネットワーク設定 (Network Configuration)」ダイアログまたは ESXi の
「ネットワーク管理の設定 (Configure Network Management)」ダイアログで、
VMware サービスコンソールに対して使用するネットワーク接続を設定します。

VMware サービスコンソールに対するネットワークインタフェース設定の選択に
ついては、44 ページの「VMware サービスコンソール用のネットワークインタ
フェース接続の計画」を参照してください。

7. 必要に応じて、最新のアップデートおよびパッチを使用して ESX またはESXi 
サーバーソフトウェアを更新します。

詳細は、次の Web サイトを参照してください。
http://www.vmware.com/download/vi/vi3_patches.html
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第 5 章

Solaris 10 のインストール

この章では、Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバーへの Solaris 10 10/08 
オペレーティングシステム (Solaris 10 OS) のインストールについて説明します。  

この章では、次の項目について説明します。

■ 50 ページの「Solaris 10 インストールの作業マップ」

■ 51 ページの「ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した Solaris 10 のイン
ストール」

■ 58 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した Solaris 10 OS のインストール」

■ 65 ページの「Solaris インストール後の作業」

インストール済みの Solaris 10 OS イメージの設定方法については、『Sun Fire X4170、
X4270、および X4275 サーバー設置マニュアル』(802-7804-10) の設定手順を参照してく
ださい。
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Solaris 10 インストールの作業マップ
表 5-1 を参照して、一連の作業として定義されているインストールプロセスをあらかじ
め確認します。この表では、必要な作業を特定して説明し、作業実行手順の参照先を示
します。

表 5-1 Solaris 10 インストールの作業マップ

手順 作業 説明 参照先

1 インストールで準備す
べき事柄を確認する。

Sun Fire X4170、X4270、または X4275 サー
バーへのオペレーティングシステムインス
トールについて該当する要件がすべて満た
されていることを確認します。

• 4 ページの表 1-2「OS のイン
ストールで準備すべき事柄」

2 インストール方法を選
択する。

使用しているインフラストラクチャーの要
件を満たすインストール方法を評価して選
択します。 

• 6 ページの「インストール
方法」

3 BIOS が出荷時のデフォ
ルトに設定されている
ことを確認する。

オペレーティングシステムのインストールを
開始する前に、BIOS が出荷時のデフォルトに
設定されていることを確認します。

• 11 ページの「新規インストー
ルの BIOS 設定の確認」

4 Solaris 10 10/08 のイン
ストール用メディアを
入手する。

Solaris 10 OS に付属している、Solaris OS を
インストールするために必要な CD および 
DVD メディアやマニュアルには、SPARC プ
ラットフォーム版と x86 プラットフォーム版
があります。 
Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サー
バーの場合、x86 プラットフォーム用のメ
ディアを使用してください。

• Solaris 10 10/08 のメディア
は、次の Web サイトでダウン
ロードまたは注文できます。
http://www.sun.com/
software/solaris/get.jsp
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ローカルメディアまたは遠隔メディアを
使用した Solaris 10 のインストール
次の手順では、ローカルメディアまたは遠隔メディアから Solaris オペレーティング
システムのインストールプログラムを起動する方法を説明します。ここでは、次のい
ずれかのソースからインストール用メディアをすでに起動していることを前提にして
います。

■ Solaris 10 10/08 (または以降のリリース) の CD または DVD セット (内蔵または外
部 CD/DVD)

■ Solaris 10 10/08 (または以降のリリース) の ISO DVD イメージ (ネットワークリポ
ジトリ)

注 – インストール用メディアを PXE 環境から起動する場合の手順については 
58 ページの「PXE ネットワーク環境を使用した Solaris 10 OS のインストール」を
参照してください。

5 Solaris 10 10/08 OS 
のインストールを実行
する。

この章のインストール手順では、インス
トール用メディアを起動して Solaris インス
トールプログラムを立ち上げるための最初
の手順について説明します。 
Solaris 10 10/08 インストールの詳細情報に
ついては、『Solaris 10 10/08 インストール
ガイド』(820-6043) を参照してください。

• 51 ページの「ローカルメ
ディアまたは遠隔メディアを
使用した Solaris 10 のインス
トール」

または

• 58 ページの「PXE ネットワー
ク環境を使用した Solaris 10 
OS のインストール」

6 インストール後、必要
に応じて、ドライバを
インストールする。

使用しているシステムをサポートするのに
必要なデバイスドライバが Solaris オペレー
ティングシステムに含まれていない場合
は、デバイスドライバを追加でインストー
ルします。

• 65 ページの「追加ハードウェ
アサポートのためのシステム
デバイスドライバのインス
トール」

7 OS のインストール後、
必要に応じて、

パッチをインストール
する。

必要な場合は、使用しているシステムに関
係する重要な Solaris パッチをインストール
します。Solaris パッチには、新機能、機能
の強化、および既知の問題に対する修正が
含まれていることがあります。

• 66 ページの「重要な Solaris 
パッチのインストール」

表 5-1 Solaris 10 インストールの作業マップ (続き)

手順 作業 説明 参照先
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作業を開始する前に

インストール開始の前に、次の要件が満たされていなければなりません。

■ オペレーティングシステムをインストールするために準備すべき事柄がすべて満
たされていなければなりません。これらの準備すべき事柄については、4 ページ
の表 1-2「OS のインストールで準備すべき事柄」を参照してください。

■ インストール開始の前に、インストール方法 (たとえば、コンソール、起動メディ
ア、インストール先) を選択して確立しておく必要があります。これらの設定の要
件については、6 ページの「インストール方法」を参照してください。

次に説明する手順は、インストール用メディアを起動し Solaris インストールプログ
ラムを立ち上げるための最初の手順です。Solaris 10 インストールの詳細情報につい
ては、『Solaris 0544 Installation Guide: Basic Installations』(817-054) を参照してく
ださい。

この手順の完了後、この章で後述する、インストール後に必要な作業を確認して実行す
る必要があります。詳細については、65 ページの「Solaris インストール後の作業」を
参照してください。

▼ ローカルメディアまたは遠隔メディアを使用した 
Solaris 10 のインストール

1. インストール用メディアを起動できることを確認します。

注 – Sun Fire X4275  サーバーの場合、フロントパネルに CD/DVD-ROM ドライブ
も USB コネクタもないので、ILOM 遠隔コンソールを使用して、遠隔ストレージ
デバイスから起動メディアをリダイレクトしてください。手順については、8 ペー
ジの表 1-4「OS インストール実行のための起動メディアオプション」の「遠隔起動
メディア」を参照してください。

■ Distribution CD/DVD を使用する場合。ローカルまたは遠隔の USB 
CD/DVD-ROM ドライブに Solaris 10 ディストリビューションメディア 
(「1」のラベルが付いた CD または単一の DVD) を挿入します。 

■ ISO イメージを使用する場合。 ISO イメージを使用できることと、Sun ILOM 
遠隔コンソールアプリケーションが最初の ISO イメージの位置を認識してい
ることを確認します。 

インストール用メディアの設定方法については、8 ページの表 1-4「OS インス
トール実行のための起動メディアオプション」を参照してください。
52 Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー Linux、VMware、および Solaris OS インストールガイド • 2009 年 3 月



2. サーバーの電源をリセットします。

たとえば、次のように入力します。

■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」タブの順に選択し、次に「Host action」ドロッ
プダウンリストボックスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI を使用する場合、次のように入力します。
reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト画面で F8 キーを押して、Solaris のインス
トールで一時的に使用する起動デバイスを指定します。 

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。
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4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、最初の (一時的な) 起動デバイスと
して外部または仮想 CD/DVD デバイスを選択して、Enter キーを押します。

手順 3 で示す「起動デバイス (Boot Device)」メニューの例では、最初の起動デバ
イスとして仮想 CD-ROM デバイスが指定されています。

「起動デバイス (Boot Device)」メニューに表示されるデバイス文字列は、デバイ
スの種類、スロットインジケータ、製品 ID 文字列の形式を取ります。

注 –  Sun ILOM 遠隔コンソールアプリケーションから Solaris のインストールを行う
場合、「起動デバイス (Boot Device)」メニューで「AMI 仮想 CD-ROM (AMI 
Virtual CDROM)」を選択する必要があります。 

「GRUB」メニューが表示されます。
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5. 「GRUB」メニューで、「Solaris」を選択して、Enter キーを押します。

注 – インストール結果をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」キーを押して、シリアルコンソールをサポートするように
「GRUB」メニューを編集します (-B console = ttya)。

メモリに Solaris ディスクイメージが読み込まれます。このプロセスには、数分か
かることがあります。完了すると、「インストールの種類 (Install Type)」メ
ニューが表示されます。

6. 「インストールの種類 (Install Type)」メニューで、インストールに使うインタ
フェースの種類を選択します。 

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト)

「1」を入力して Enter キーを押します。

■ デスクトップセッションから使用するテキストインストーラ

「3」を入力して Enter キーを押します。

■ コンソールセッションから使用するテキストインストーラ

「4」を入力して Enter キーを押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェース
の種類により異なる場合があります。この手順の以降の説明で示される画面例は、デ
フォルトのグラフィカルユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) オ
プション (オプション 1) が選択された場合に表示される画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューが表示され
ます。
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7. 「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューで、適切
なキーボードレイアウトを選択して、F2 キーを押し次に進みます。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。 

前の手順で GUI インストールを選択した場合、次の 2 つの手順 (手順 8 と手順 9) 
で GUI が機能していることを確認します。前の手順で GUI インタフェースを選
択していない場合は、手順 10 に進みます。
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8. 「ネットワーク構成の検出と Solaris 対話式インストールの開始 (Discovering 
Network Configurations and Starting Solaris Interactive Installation )」画面で、
Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここでGUI が機能していることを確認します。

9. テキストが正常に表示されていることを確認する画面で、Enter キーを押します。

「言語の選択 (Language Selection)」メニューが表示されます。

10. 「言語の選択 (Language Selection)」メニューで、選択する言語の ID 番号 (0 か
ら 9) を入力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

注 – 次の画面例は、GUI インストールプログラムを使用している場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「ようこそ (Welcome)」画面 (図では示しません) が表示されます。 
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11. 「ようこそ (Welcome)」画面で、「次へ (Next)」をクリックして、インストールを開
始します。

Solaris インストールプログラムにより、いくつかの設定画面が表示されます。 

12. 標準的な Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Solaris のマニュ
アルを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の手順の設定画面で
このオプションを選択した場合)、Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストールの完了時にシステムが自動で再起動するように設定していない場
合は、手動で再起動する必要があります。

13. 65 ページの「Solaris インストール後の作業」に進み、インストール後の Solaris 
設定作業を実行します。

PXE ネットワーク環境を使用した 
Solaris 10 OS のインストール
次の手順では、PXE ネットワーク環境から Solaris オペレーティングシステムのイン
ストールを起動する方法について説明します。ここでは、次のいずれかのソースから
インストール用メディアをすでに起動していることを前提にしています。

■ Solaris 10 10/08 CD または DVD セット (内部または外部 CD/DVD)

■ Solaris 10 10/08 の ISO DVD イメージまたは Solaris JumpStart™ イメージ (ネッ
トワークリポジトリ)

注 – JumpStart を使用すると、複数のサーバー上で最初に Solaris オペレーティング
システムを設定するための手動作業の一部またはほとんどが不要になります。
JumpStart イメージの使用については、『Solaris 10 Installation Guide: Custom 
JumpStart and Advanced Installations』(817-5506) を参照してください。
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作業を開始する前に

PXE を使用した Solaris 10 インストールを開始する前に、次の要件が満たされていな
ければなりません。

■ PXE を使用してネットワーク経由でインストール用メディアを起動する場合は、
次の作業を完了しておく必要があります。

■ PXE 起動インストールサーバーを、インストールをエクスポートできるように
設定する。

注 – 複数の DHCP サーバーを含むサブネットでは、PXE ネットワーク起動は正常に
機能しません。このため、インストール対象のクライアントシステムを含むサブネッ
トでは、ただ 1 つの DHCP サーバーを設定する必要があります。 

■ Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバー の MAC ネットワークポート
アドレスを、PXE 起動インストールサーバーのクライアントシステムとして設
定する。 

ネットワークからの Solaris 10 の設定およびインストールについては、『Solaris 
10 Installation Guide: Network Installations』(817-0544) を参照してください。

■ 使用するインストールメディアソースが JumpStart インストールイメージの場合
は、イメージを正しく準備してインストールできるようにしておく必要がありま
す。このガイドでは、JumpStart インストールの正しい設定と配備の方法について
は説明しません。 

Solaris JumpStart イメージの作成については、『Solaris 10 Installation Guide: 
Custom JumpStart and Advanced Installations』(817-5506) を参照してください。

次に示す手順の完了後、この章で後述するインストール後に必要な作業を確認して
実行する必要があります。詳細については、65 ページの「Solaris インストール後
の作業」を参照してください。

▼ ネットワーク経由での PXE ブートを使用した 
SLES 10 のインストール

1. PXE ネットワーク環境が正しく設定され、Solaris インストール用メディアが 
PXE 起動で使用できることを確認します。

詳細は、『Solaris 10 Installation Guide: Network Installations』(817-0544) の
「Planning to Install From Network」を参照してください。

2. サーバーの電源をリセットします。

たとえば、次のように入力します。
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■ ILOM Web インタフェースを使用する場合、「Remote Control」-->
「Remote Power Control」タブの順に選択し、次に「Host action」ドロッ
プダウンリストボックスから「Power Cycle」オプションを選択します。

■ ローカルサーバーを使用する場合、サーバーのフロントパネルの電源ボタンを
押して (約 1 秒) サーバーの電源を切り、電源ボタンをもう一度押してサー
バーの電源を入れます。

■ サーバー SP の ILOM CLI を使用する場合、次のように入力します。
reset /SYS

BIOS 画面が表示されます。

注 – 次のイベントはすぐに発生するため、次の手順では注意する必要があります。
メッセージは短時間画面に表示されるため、メッセージを注意深く観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大してもかまいません。

3. BIOS の電源投入時の自己診断テスト (Power-On Self-Test、POST) 画面で F8 
キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

「起動デバイスを選択してください (Please Select Boot Device)」メニューが表示
されます。

4. 「起動デバイス (Boot Device)」メニューで、適切な PXE 起動ポートを選択し
て、Enter キーを押します。

PXE 起動ポートは、使用しているネットワークインストールサーバーと通信でき
るように設定されている物理ネットワークポートです。 

次の「起動デバイス (Boot Device)」メニューの例で表示されているオプション
は、使用している「起動デバイス (Boot Device)」メニューのものとは異なる場合
があります。

「GRUB」メニューが表示されます。
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5. 「GRUB」メニューで、「Solaris」を選択して、Enter キーを押します。

注 – インストール結果をシリアルコンソールにリダイレクトする場合は、「GRUB」
メニューで「e」キーを押して、シリアルコンソールをサポートするように
「GRUB」メニューを編集します (-B console = ttya)。

メモリに Solaris ディスクイメージが読み込まれます。このプロセスには、数分か
かることがあります。完了すると、「インストールの種類 (Install Type)」メ
ニューが表示されます。
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6. 「インストールの種類 (Install Type)」メニューで、インストールに使うインタ
フェースの種類を選択します。 

■ グラフィカルユーザーインタフェース (デフォルト)

「1」を入力して Enter キーを押します。

■ デスクトップセッションから使用するテキストインストーラ

「3」を入力して Enter キーを押します。

■ コンソールセッションから使用するテキストインストーラ

「4」を入力して Enter キーを押します。

注 – 使用しているシステムで表示される画面は、手順 6 で設定したインタフェース
の種類により異なる場合があります。この手順の説明で示されるこれ以降の画面例は
デフォルトのグラフィカルユーザーインタフェース (Graphical User Interface、GUI) 
オプション (オプション 1) が選択された場合に表示される画面です。

デバイスとインタフェースが検出され設定されます。キーボードが検出されると、
「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューが表示され
ます。

7. 「キーボードレイアウトの設定 (Configure Keyboard Layout)」メニューで、適切
なキーボードレイアウトを選択して、F2 キーを押し次に進みます。

選択したキーボードレイアウトが設定され、設定ファイルが検索されます。 

前の手順で GUI インストールを選択した場合、次の 2 つの手順 (手順 8 と手順 9) 
で GUI が機能していることを確認します。前の手順で GUI インタフェースを選
択していない場合は、手順 10 に進みます。
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8. 「ネットワーク構成の検出と Solaris 対話式インストールの開始 (Discovering 
Network Configurations and Starting Solaris Interactive Installation )」画面で、
Enter キーを押します。

2 番目の画面が表示されます。ここでGUI が機能していることを確認します。

9. テキストが正常に表示されていることを確認する画面で、Enter キーを押します。

「言語の選択 (Language Selection)」メニューが表示されます。

10. 「言語の選択 (Language Selection)」メニューで、選択する言語の ID 番号 
(0 から 9) を入力し、Enter キーを押します。

しばらくすると、「ようこそ (Welcome)」画面が表示されます。

注 – 次の画面例は、GUI インストールプログラムを使用している場合の画面です。
テキストベースのインストール用インタフェースを実行している場合は、テキスト
ベースの「ようこそ (Welcome)」画面 (図では示しません) が表示されます。 
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11. 「ようこそ (Welcome)」画面で、「次へ (Next)」をクリックして、インストールを
開始します。

すべてのシステム情報をあらかじめ設定してある場合は、設定情報の入力は求め
られません。一部のシステム情報があらかじめ設定されていない場合は、それら
の情報を求めるいくつかの設定画面が表示されます。 

12. 標準的な Solaris のインストールを続行します。必要な場合は、Solaris のマニュ
アルを参照して詳細情報を確認します。

インストールが完了すると、システムが自動的に再起動し (前の設定手順でこのオ
プションを選択した場合)、Solaris のログインプロンプトが表示されます。

注 – インストールの完了時にシステムが自動で再起動するように設定していない場
合は、手動で再起動する必要があります。

13. 65 ページの「Solaris インストール後の作業」に進み、インストール後の Solaris 
設定作業を実行します。
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Solaris インストール後の作業
Solaris のインストールと Solaris オペレーティングシステムの再起動が完了したら、
次に示すインストール後の作業を確認し、必要な場合は、使用しているシステムに該
当する作業を実行します。 

■ 65 ページの「追加ハードウェアサポートのためのシステムデバイスドライバの
インストール」

■ 66 ページの「重要な Solaris パッチのインストール」

■ 66 ページの「Wake On LAN オプションの有効化」 (省略可能)

■ 66 ページの「RAID 管理ソフトウェアのインストール」

追加ハードウェアサポートのためのシステムデバ
イスドライバのインストール

次の表では、使用しているシステムにインストールできるシステムデバイスドライバを
示します。この表を参照して、使用しているシステムにインストールする必要があるド
ライバがあるかどうかを判断します。

表 5-2 追加する Solaris デバイスドライバ

ハードウェアデバイス 必要なドライバ 指示書 ドライバをダウンロードするサイト (URL)

Sun デュアルポー
ト DDR IBホスト
チャネルアダプタ 
PCIe カード

Hermon デバ
イスドライバ

hermon デバイスドライバは、
Solaris InfiniBand (IB) Updates 3 
ソフトウェアリリースに含まれて
います。

このデバイスドライバについて
は、次の Web サイトを参照して
ください。
http://docs.sun.com/app/
docs/doc/819-2254/hermon-
7d?a=view

http://www.sun.com/download/
index.jsp?cat=
Hardware%20Drivers&tab=
3&subcat=InfiniBand

Sun QDR IB-HCA 
PCI-e カード 
(X4237A)
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重要な Solaris パッチのインストール

次の表では、使用しているシステムにインストールできる重要な Solaris パッチを示
します。この表を参照して、使用しているシステムにインストールする必要がある
パッチがあるかどうかを判断します。

Wake On LAN オプションの有効化

オペレーティングシステムのインストール後、BIOS 設定ユーティリティーで Wake 
On LAN (WOL) オプションを使用可能にすることができます。この機能により、
ネットワーク上の別の位置からサーバーに電源を入れることができます。WOL を使
用可能にするための要件については、『Sun Fire X4170, X4270, and X4275 Servers 
Service Manual』の「Wake On LAN」を参照してください。

RAID 管理ソフトウェアのインストール

使用しているサーバーに Sun StorageTek SAS RAID HBA (SG-XPCIESAS-R) が取り
付けられている場合、Sun RAID 管理ソフトウェアをインストールする必要がありま
す。これは、Tools and Drivers CD/DVD に収録されています。RAID 管理ソフト
ウェアをインストールしない場合、Solaris OS はディスクエラーを検出および報告で
きません。

Adaptec RAID Storage 管理ソフトウェアは、Tools and Drivers CD/DVD の次の位
置にあります。

solaris/tools/raid_adaptec

表 5-3 重要な Solaris パッチ

重要な Solaris パッチ 説明 パッチをダウンロードするサイト

138626-02 ギガビット Ethernet (igb) ドライバが、max_frame_size よ
り大きいサイズのパッケージを送信することがあります。
この既知の問題により、オンボード igb ポート経由の NFS 
書き込み時にシステムがハングアップすることがあります 
(CR 6716686)。

www.sunsolve.sun.com

138889-02 Intel プロセッサでパフォーマンスカウンタをサポートし
ます (CR 6661753)。
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付録 A

ネットワークインタフェースカード
の PCI バス番号と物理ネットワーク
ポートとの対応付け

この付録では、VMware サービスコンソールの設定のために適切なネットワークインタ
フェースカードを識別する際に役立つ情報を提供します。 

PCI バス番号を、Sun Fire X4170、X4270 または X4275 サーバーに搭載されているネット
ワークインタフェースカードに対応付けるには、次の各表を参照してください。

■ 67 ページの表 A-1「Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバーのバス
番号とオンボード Ethernet の対応付け」

■ 68 ページの表 A-2「Sun Fire X4170 サーバーのバス番号と X7280A-2 の対応
付け」

■ 68 ページの表 A-3「Sun Fire X4170 サーバーのバス番号と X4446A-2 の対応
付け」

■ 68 ページの表 A-4「Sun Fire X4270 および X4275 サーバーのバス番号と 
X7280A-2 の対応付け」

■ 68 ページの表 A-5「Sun Fire X4270 および X4275 サーバーのバス番号と 
X4446A-2 の対応付け」

表 A-1 Sun Fire X4170、X4270、および X4275 サーバーのバス番号とオンボード 
Ethernet の対応付け

PCI バス:デバイス:機能 ポートラベル

1:0:0 NET 0

1:0:1 NET 1

7:0:0 NET 2

7:0:1 NET 3
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表 A-2 Sun Fire X4170 サーバーのバス番号と X7280A-2 の対応付け

PCI バス:デバイス:機能 PCI スロット RJ-45 ポート

d:0:0/d:0:1 0 0/1

13:0:0/13:0:1 1 0/1

19:0:0/19:0:1 2 0/1

表 A-3 Sun Fire X4170 サーバーのバス番号と X4446A-2 の対応付け

PCI バス:デバイス:機能 PCI スロット RJ-45 ポート

f:0:0/f:0:1/10:0:0/10:0:1 0 0/1/2/3

15:0:0/15:0:1/16:0:0/16:0:1 1 0/1/2/3

1b:0:0/1b:0:1/1c:0:0/1c:0:1 2 0/1/2/3

表 A-4 Sun Fire X4270 および X4275 サーバーのバス番号と X7280A-2 の対応付け

PCI バス:デバイス:機能 PCI スロット RJ-45 ポート

13:0:0/13:0:1 0 0/1

21:0:0/21:0:1 1 0/1

2f:0:0/2f:0:1 2 0/1

d:0:0/d:0:1 3 0/1

1b:0:0/1b:0:1 4 0/1

29:0:0/29:0:1 5 0/1

表 A-5 Sun Fire X4270 および X4275 サーバーのバス番号と X4446A-2 の対応付け

PCI バス:デバイス:機能 PCI スロット RJ-45 ポート

15:0:0/15:0:1/16:0:0/16:0:1 0 0/1/2/3

23:0:0/23:0:1/24:0:0/24:0:1 1 0/1/2/3

31:0:0/31:0:1/32:0:0/32:0:1 2 0/1/2/3

f:0:0/f:0:1/10:0:0/10:0:1 3 0/1/2/3

1d:0:0/1d:0:1/1e:0:0/1e:0:1 4 0/1/2/3

2b:0:0/2b:0:1/2c:0:0/2c:0:1 5 0/1/2/3
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